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令和４年度第２回厚木市環境教育等推進協議会会議録 

 

〔会議主管課〕環境農政部環境政策課 

〔日   時〕令和５年２月 28 日（火）14 時から 16 時まで 

〔場   所〕市民交流プラザ 602 

〔出 席 者〕厚木市環境教育等推進協議会委員８人 

      環境農政部長、環境政策課環境政策係長、ほか事務局１人 

 

令和４年度第２回厚木市環境教育推進協議会 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 小澤会長 

 

３ 案 件 

（仮称）厚木市環境教育等行動計画の構成について 

 

４ その他 

  



2 
 

事務局 

【案件について、資料に基づき説明】 

 

Ａ委員 

将来像について伺いたいのですが、計画の期間が2030年度までということで、

2030 年を指して将来像と言っているのか、漠然と将来と言っているのか、この

辺の考えを教えてください。 

 

事務局 

ここでいう将来像は、2030 年ということではなく、厚木市として環境教育に

ついて将来的に目指す姿という意味合いで考えていただければと思います。 

 

Ｂ委員 

長いこと環境教育をやってきて思うのは、環境教育の基本は生きる力を身に

付けてほしいということです。  

自然に対峙して生きる力を身に付けさせる、そういった環境教育であってほ

しいと思います。 

 

会長 

厚木市はとても素晴らしい自然環境を持っているので、それを活用しながら

ウェルビーイングな社会、地域を作っていくということが求められていると思

います。 

 

Ａ委員 

環境教育の将来像というところですが、「環境問題を自分ごととして捉え」と

あります。自分ごととして捉えるというのは非常に大事で進めていかなければ

いけない話ですけれども、環境問題という言葉を聞くと公害のイメージを浮か

べてしまう人もいるかと思います。環境問題という言葉の意味が受取手によっ

て変わってしまうのではないかと思うので、環境問題ではなく、環境という表現

のほうが良いと思います。 

 

Ｃ委員 

子どもたちは環境という漠然としているところよりも、こういう問題がある

から、ここは困っているから、こんな風に解決していこうという一つの入り口と

して学んでいると思います。発達段階があると思いますし、厚木市全体の計画と

しては、環境という大きな捉え方でも良いと思いました。 
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Ｄ委員 

環境問題に特定しない方が良い気がします。問題の解決に向けてということ

に限定されてしまうので、例えば持続可能な社会を作っていくとか、未来に向け

ての提案やみんなで作っていくような言葉が一つ入ると良いと思いました。 

 

会長 

教育というのは、学校の先生が子供たちに教えることだけではなくて、子供た

ち、児童・生徒さんが先生たちに教えるということ、あるいは児童生徒の取組か

ら先生たちが気付くということもあります。または、市民同士で学び合う。そう

いった意味も含まれていると思います。 

 

Ｅ委員 

１点目の論点としての全体の構成につきましては、市の計画は概ねこういっ

た構成となっていますので良いと思います。 

ここで初めて作り上げる環境教育の計画ということで、今までもごみの計画

や温暖化の計画、環境基本計画で、それぞれ啓発や環境教育のことを掲載してい

ますが、ここで統合する必要があります。教育委員会側でも環境教育のことをや

っているのですが、そういった環境教育を網羅的に見られるものがありません

でした。 

環境教育の行動計画として行政側、それから教育現場、市民の活動というとこ

で、どういうジャンルでどんなことが行われているかというのが網羅的に見ら

れる計画になれば、構成はこのような形で良いと思います。 

皆さんの御意見でも、将来像についての御意見が多いと思いますが、将来像に

つきましては、個人的には人づくりというところで、環境教育ではあるのですが、

より良き市民をつくるという意味合いで考えると未来を変える力を育むような、

自分で考えて、周りの人を巻き込みながら、あるべき将来に変えていけるエネル

ギーというか、原動力を持っているような人を育てていけば環境問題も解決す

るでしょうし、いろいろなものがそれぞれ解決していけると思うので、未来を変

える力を育むというニュアンスが入っていると良いと思います。 

 

Ｃ委員 

小学校では、人にも物にも優しくということで、本校もＳＤＧｓの学習を各学

年の発達段階で取り組んでいます。 

教員が取り組んでいるのは、１年生の入学準備の品物なのですけども、今まで

一括購入していたのですが、幼稚園や保育園で使ったものを使ってもらうこと

で物を大切にしてもらいたいと思っています。 
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また、粘り強さというところで、ダメでもこうしてみよう。それでもダメだっ

たらこうしてみようと粘り強く、いろんなものを解決していく力というのを付

けていきたいと日々取り組んでいるのでそういった言葉が入ると良いと思いま

した。 

 

Ｄ委員 

先ほどの環境問題という言葉ですが、例えばですけど、環境問題という言葉を

自然共生社会に入れ替えただけでも、随分イメージが変わると思いました。ある

いは自然と共生する社会について考えるみたいなものとか。あと、厚木市らしさ

みたいなものを入れた方が良いと思いました。 

 

Ｆ委員 

もし、できましたら行動計画の中に、厚木市らしいことを盛り込めないかと思

います。知らない方が読んでみて、厚木の話だということが気付くような形で、

何か盛り込めたら良いかなと感じます。 

 

Ｅ委員 

柱立ての部分ですが、環境基本計画で脱炭素や循環型社会などまちづくりの

分野に分けているので、今回環境教育ということで同じまちづくりの分野に分

けてしまうと、寄せ集めでしかないのでよろしくないと感じます。 

環境教育等促進法で体験の場づくりとか、協働取組みたいな話が重点化され

ているので、場づくりみたいなところはあった方が良いでしょうし、あとは体制

づくりという表現なのか、どういう仕組みの中で全体的には進めていくみたい

なパターン１が良いかなと思いました。 

 

Ｇ委員 

人づくりと考えたときに、小中学校の学校時代で、何を学んでいくのかという

のが、すごく重要かと思います。資料１体系イメージの柱で気付くというのは、

当然子どもたちは各教科でいろんな学習をしています。先生方がいかに気付き

を与えていき、子どもたちが学んだものを結びつけていくということが大事だ

と思います。 

先生を中心とした学びから、地域の力が入ってきて主体的に学び、理解が深ま

る。地域が入ってくることで活動している人、活動できる場所があると知るきっ

かけにもなりますし、分からないから次に繋がらないのかと思います。 

地域の力が学校に入ってきて、学校の力がまた地域に出ていくという風に、人

と場づくり、地域づくりというのは、システム的につながると思います。 
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Ｄ委員 

環境教育ではよく「in about for」という考え方があるのですけれども、幼少

期の頃は、「in」環境の中に入り体感し、「about」環境について学び、「for」環

境のためにどう行動していくか考えると、体系イメージの柱とリンクすると思

います。 

最後のつなげるは、何々のためにとか何々に向けてなど、未来思考で向かうと

ころがあった方がポジティブな感じで良いと思います。 

今の学習指導要領も、ＯＥＣＤのＰＩＳＡ(生徒の学習到達度調査)などの影

響を受けて改訂されているのですが 次にキーワードになるのが会長も仰って

いたウェルビーイングだとか、エージェンシー、主体的に関わりながら変えてい

く力をつけている人のことですが、そういう人づくりをしていこうというのが

主流になりつつある中で、つなげるだけではなく、プラスアルファでほしいと思

います。 

 

会長 

厚木らしさ、例えば自然の恵みを食生活に取り入れるとか、「文化」に結びつ

ける発想があると良いと思います。 

また、議論の中で出てなかったですが、「through」、つまり何々を通してとい

う概念、その地域の自然を通して、文化的な気付きにつなげられると地域の特色

をいかした行動計画になると思います。 

 

Ｅ委員 

この柱の置き方としては、先ほど、人づくり場づくりみたいなものが良いので

はないかという話をしていたのですが、職務代理やＧ委員のお話からすると資

料の体系イメージで記載している、気付く、深める、つなげる、つなげるは文言

を置き換えるとして、そういう切り口の方が、環境教育のセオリー的には良いと

いう感じなのでしょうか。 

 

Ｇ委員 

教育現場のイメージでいくと、パターン２の方がスムーズに落とし込めると

思いました。 

 

会長 

この地球環境的な危機にとっては、要素と要素のつながりが必要になってく

ると思いますが、やはりただ問題を知るだけではダメなので、「共創」、ともにつ

くるという概念が必要かと思います。 
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Ａ委員 

2050 年カーボニュートラルを目標に掲げて明文化しているわけですから、こ

れを実現するためには自分たちも何かしなければならないとそんな気付きにつ

ながる言葉として共創という言葉はぴったりだと思いました。少し難しいとは

感じますが。 

 

会長 

ともにつくるでも良いですね。 

 

事務局 

貴重な御意見ありがとうございます。それでは御意見いただいた内容をまと

めさせていただきたいと思います。 

まず、全体の構成についてですが、お示した内容で作成を進めてまいります。 

また、将来像につきましては、いくつかこういったワードを入れていただきた

いというキーワードが出ましたので、次回会議においていくつか案を作成し、お

示しします。その中からどれが良いか御意見をいただきたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

柱立てにつきましては、最終的にパターン２の人づくりの視点でというとこ

ろで、ベースはこのイメージに記載している「気付く」、「深める」、柱３につい

ては「ともにつくる」でよろしいでしょうか。 

 

【承認】 

 

事務局 

ありがとうございます。  

 

Ｈ委員 

一点よろしいでしょうか。将来像の文言の中で人材づくりという言葉が少し

引っかかります。人づくりとしていただければと思います。 

 

Ａ委員 

今後のスケジュールはどのようになりますか。 

 

事務局 

新年度が始まりまして、６月、７月頃に次の会議を開催したいと考えています。

来年度中に計４回ほどの開催を予定していますので、次回の会議で大まかなス
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ケジュールをお示しします。 

 

司 会 

会長ありがとうございました。 

次第の４その他につきまして、皆様から何かありますでしょうか。 

 

 ・ユネスコエコパークの情報提供について 

 

司 会 

ありがとうございました。ほかにはいかがでしょうか。  

特にないようでしたら、閉会の御挨拶を職務代理からお願いします。 

 

職務代理 【閉会の挨拶】 

 

閉 会 


